
環
境
・
公
害
と
教
育

地
球
環
境
も
視
野
に
、
地
域
を
調
べ
、
考
え
、

行
動
す
る
教
育
を

日

下

哉

は
じ
め
に

一
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
こ
れ
に
伴
う
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
今
日
、
未
だ
そ
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
現
実
の

中
、
こ
れ
ら
放
射
線
問
題
や
環
境
汚
染
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
教
育
で
扱

う
べ
き
な
の
か
、大
き
な
課
題
を
持
っ
て
の
分
科
会
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

今
回
報
告
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
以
下
の1

2

本
で
あ
っ
た
（
発
表
順
）
。

①

放
射
線
被
曝
の
諸
側
面
―
正
し
い
判
断
、
対
処
す
る
た
め
の
ひ
と
つ

の
試
案
―

日
本
科
学
者
会
議

増
子
捷
二

②

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
原
発
問
題
学
習
会日

本
科
学
者
会
議

高
畑

滋

③

「
ロ
ー
ド
キ
ル
裁
判
」
を
通
し
て
高
校
生
が
学
ん
だ
野
生
生
物
と
交

流
の
課
題

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
交
通
教
育
の
会

前
田
敏
章

④

外
来
生
物
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
に
関
す
る
取
り
組
み

大
雪
山
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

戸
島
あ
か
ね

⑤

天
然
の
色
を
生
か
す

あ
さ
ひ
か
わ
「
色
の
家
」

末
廣
久
美
子

⑥

石
狩
湾
岸
の
風
車
問
題
―
大
型
風
車
が
最
大80

基
建
と
う
と
し
て
い

る
―

石
狩
湾
岸
の
風
力
発
電
を
考
え
る
石
狩
市
民
の
会

安
田
秀
子

⑦

都
市
に
お
け
る
緑
を
考
え
る
―
旭
川
常
磐
公
園
の
改
修
問
題
か
ら
―

旭
川
・
森
と
川
ネ
ッ
ト2

1

宮
崎
未
知
代
・
高
野
克
子

⑧

大
規
模
林
道
の
そ
の
後
―
中
止
現
場
見
て
歩
き
―

大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会

関
口
隆
嗣

⑨

石
狩
川
・
野
生
の
サ
ケ
回
復
の
取
り
組
み

さ
け
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

寺
島
一
男

⑩

知
床
半
島
羅
臼
町
に
お
け
る
ク
マ
学
習
の
実
践

公
益
財
団
法
人

知
床
財
団

坂
部
皆
子

⑪

理
論
包
蔵
水
力
―
工
藤
宏
規(

1
9
5
7
)

に
学
ぶ
小
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

賦
存
量
―

東
京
農
業
大
学

日
下

哉

⑫

札
幌
の
大
気
汚
染
測
定
「
あ
お
ぞ
ら
通
信
さ
っ
ぽ
ろ
」
の
取
り
組
み

札
幌
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会

木
椋
と
し
子
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一

分
科
会
レ
ポ
ー
ト
報
告
よ
り

１

福
島
第
一
原
発
事
故
の
放
射
能
汚
染
や
環
境
問
題
①
②
⑫

科
学
者
会
議
の
増
子
さ
ん
は
、
福
島
原
発
事
故
に
関
わ
っ
て
放
射
線
被

曝
の
諸
側
面
に
つ
い
て
報
告
し
た
。「
放
射
線
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
っ
て
、

そ
の
分
か
り
に
く
さ
か
ら
話
を
始
め
、
放
射
線
の
利
用
・
障
害
・
防
護
の

歴
史
を
紹
介
す
る
。
１
８
９
５
年
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
るX

線
の
発
見
後

間
も
な
い
初
期
は
医
者
・
研
究
者
に
被
曝
に
よ
る
障
害
が
顕
著
に
現
れ
た

が
、
１
９
９
０
年
代
以
降X

線
協
会
、
放
射
線
学
会
さ
ら
に
は
国
際
放
射

線
防
護
委
員
会
と
各
国
で
防
護
基
準
が
定
め
ら
れ
、
犠
牲
者
を
出
さ
ず
に

今
日
に
至
っ
た
こ
と
が
話
さ
れ
た
。
現
在
の
問
題
点
と
し
て
、
「
放
射
線

障
害
」
特
に
「
低
レ
ベ
ル
放
射
線
被
曝
に
よ
る
障
害
」
と
リ
ス
ク
（
確
率
）

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
被
曝
線
量
の
単
位
と
し
て
のS

v
(

シ
ー
ベ
ル
ト)

も

職
業
人
の
被
曝
が
目
的
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
事
故
の
場
合
は
想
定
外

で
あ
る
と
。
特
に
福
島
原
発
事
故
に
関
し
て
、
東
電
・
政
府
が
す
べ
て
の

デ
ー
タ
を
公
開
し
、
科
学
的
な
報
告
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。
事
故
直
後

に
「
自
称
専
門
家
」
が
何
の
根
拠
も
な
く
「
安
全
論
」
を
振
り
ま
い
た
こ

と
が
、被
害
を
大
き
く
し
後
始
末
を
遅
ら
せ
て
い
る
原
因
だ
と
指
摘
し
た
。

政
府
と
東
電
の
責
任
で
復
興
作
業
や
除
染
を
最
優
先
す
る
と
と
も
に
、「
分

か
ら
な
い
こ
と
」
は
率
直
に
伝
え
、
具
体
的
な
判
断
を
被
災
者
自
ら
が
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
訴
え
ら
れ
た
。

同
じ
科
学
者
会
議
の
高
畑
さ
ん
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
原
発
問
題
学

習
会
で
の
自
ら
の
講
演
内
容
と
そ
の
様
子
つ
い
て
報
告
し
た
。
脱
原
発
学

習
会
「
東
日
本
大
震
災
・
瓦
礫
処
理
と
放
射
能
」
の
演
題
で
、
①
放
射
能

・
放
射
線
と
は

②
原
発
の
構
造
と
福
島
第
一
原
発
事
故
、
③
放
射
能
物

質
の
拡
散
と
内
部
被
曝

④
放
射
性
廃
棄
物

⑤
瓦
礫
問
題
に
つ
い
て
、

日
本
科
学
者
会
議
「
放
射
能
か
ら
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
」
を
テ
キ
ス

ト
に
講
演
し
た
。
放
射
線
は
「
飛
ん
で
い
る
粒
子
」
な
の
だ
が
、
人
間
の

五
感
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
た
め
、
理
解
が
し
に
く
い
。
瓦
礫
問
題
や
現
在

も
溜
り
続
け
て
い
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
法
に
つ
い
て
は
、

緊
急
の
課
題
と
い
え
る
。

札
幌
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
の
木
椋
さ
ん
は
「
あ
お
ぞ
ら
通
信
さ
っ
ぽ

ろ
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
道
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
二
酸
化
窒
素
測
定

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
２
０
１
２
年
５
月3

1

日
か
ら
６
月
１
日
に
行

わ
れ
た
第1

8

回
測
定
に
は
、
札
幌
２
６
８
地
点
を
は
じ
め
と
し
て
帯
広
・

旭
川
・
釧
路
・
幌
加
内
な
ど
で
取
り
組
ま
れ
、
全
道
か
ら
３
３
５
の
有
効

カ
プ
セ
ル
が
集
約
さ
れ
た
と
い
う
。
１
．
５
㍍
高
さ
ワ
ー
ス
ト
１
が
０
．

０
４
５
ｐ
ｐ
ｍ
で
、
大
通
り
の
中
央
小
学
校
横
で
あ
っ
た
の
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
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２

「
命
」
と
環
境
に
学
ぶ
学
校
教
育
③
⑩

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
交
通
教
育
の
会
の
前
田
さ
ん
は
「
ロ
ー
ド
キ
ル
裁
判
」

を
通
し
て
高
校
生
が
学
ん
だ
野
生
生
物
と
交
流
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
高
速
道
路
で
キ
ツ
ネ
を
避
け
よ
う
と
し
て
中
央
分
離
帯
に
衝
突
し
て

車
道
上
に
停
車
。
後
続
車
に
衝
突
さ
れ
亡
く
な
っ
た
女
性
の
裁
判
を
中
心

に
、
野
生
生
物
が
車
両
に
衝
突
し
死
亡
す
る
「
ロ
ー
ド
キ
ル
」
問
題
を
、

定
時
制
高
校
に
お
い
て
「
生
物
Ⅰ
」
と
「
理
科
総
合
」
扱
っ
た
実
践
報
告

で
あ
る
。
被
害
女
性
と
遺
族
の
「
人
の
命
も
野
生
生
物
の
命
を
守
っ
て
」

と
い
う
願
い
に
応
え
つ
つ
、
①
生
命
尊
重
、
野
生
生
物
と
の
共
生
と
い
う

視
点
か
ら
ロ
ー
ド
キ
ル
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
、
②
野
生
生
物
と

道
路
建
設
・
交
通
の
課
題
、
そ
の
背
景
の
車
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
授
業
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。生
徒
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は
、

「
ロ
ー
ド
キ
ル
か
ら
野
生
生
物
と
人
間
の
共
生
に
と
っ
て
、
道
路
交
通
問

題
は
身
近
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
」
「
命
の
尊
厳
を
基
底
に
ク
ル
マ

優
先
社
会
の
問
題
点
を
捉
え
る
」
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
定
時
制
は

働
き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
が
多
く
、
年
齢
層
も
幅
が
あ
り
免
許
取
得
者
も
い

る
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
感
想
意
見
が
多
い
と
の
べ
、
実
例
も
紹
介
し
て

い
る
。
小
中
高
で
「
野
生
生
物
と
交
通
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
理
科
・
社
会

・
道
徳
や
総
合
学
習
で
の
「
命
の
教
育
」
を
中
核
に
し
た
授
業
実
践
が
提

案
さ
れ
た
。

知
床
財
団
の
坂
部
さ
ん
は
、
知
床
半
島
羅
臼
町
に
お
け
る
ク
マ
学
習
の

実
践
を
報
告
し
た
。
知
床
半
島
に
お
け
る
野
生
動
物
と
人
と
の
関
係
を
考

え
る
中
で
生
ま
れ
た
、
中
学
・
高
校
で
の
ク
マ
学
習
は
、
中
１
で
ヒ
グ
マ

の
基
礎
知
識
と
対
処
法
を
、
中
３
で
ヒ
グ
マ
の
行
動
特
性
を
知
り
、
高
２

で
ヒ
グ
マ
と
の
共
存
を
自
ら
考
え
行
動
す
る
、と
い
う
内
容
構
成
で
あ
る
。

２
０
０
７
年
か
ら
羅
臼
町
内
す
べ
て
の
中
学
・
高
校
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
６
年
を
経
て
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
知
床
か
ら
全
国
ど
こ
に
で
も
無
料
で
貸
出
す
る
「
ヒ
グ
マ
学
習
教
材

ト
ラ
ン
ク
キ
ッ
ト
」
も
実
物
が
紹
介
さ
れ
た
。
ヒ
グ
マ
実
物
大
ぬ
い
ぐ
る

み
の
他
、
頭
骨
や
フ
ン
、
食
べ
物
や
ヒ
グ
マ
追
跡
用
発
信
機
な
ど
調
査
用

具
も
含
め
て2

2

点
が
収
納
さ
れ
て
い
て
、大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

３

地
域
を
調
べ
、
考
え
、
行
動
す
る
活
動
④
⑤
⑦
⑧
⑨

大
雪
山
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
戸
島
さ
ん
は
、
外
来
生

物
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
１

９
９
１
年
頃
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
交
配
用
と
し
て
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
の
輸
入
が
始
ま
り
、
１
９
９
６
年
に
東
大
に
よ
り
日
高
町
で
野
生
化

が
確
認
さ
れ
、
２
０
０
０
年
頃
に
急
速
に
分
布
拡
大
し
た
と
い
う
。
こ
れ

に
対
し
て
２
０
０
６
年
に
環
境
省
が
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
、
大
雪

山
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
設
立
さ
れ
る
。
２
０
０
７
年
に

は
道
庁
に
よ
る
「
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
バ
ス
タ
ー
ズ
」
活
動
が
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開
始
さ
れ
、
２
０
１
０
年
か
ら
は
市
民
ネ
ッ
ト
や
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を

守
る
会
、
北
海
道
に
よ
る
防
除
活
動
や
講
演
会
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
。
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は
在
来
種
と
花
資
源
・
営
巣
場

所
で
競
合
、
駆
逐
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
花
の
繁
殖
阻
害
や
生

態
系
の
攪
乱
、
病
原
菌
・
寄
生
虫
の
持
ち
込
み
や
在
来
種
と
の
交
雑
に
よ

る
遺
伝
子
汚
染
の
進
行
に
も
警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
自
ら
採
集
し
た
実

物
標
本
や
実
際
の
防
除
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
、
具
体
的
な
現
状
と

提
案
が
示
さ
れ
た
。

あ
さ
ひ
か
わ
「
色
の
家
」
の
末
廣
さ
ん
は
「
天
然
の
色
を
生
か
す
」
と

題
し
て
、
土
や
植
物
か
ら
え
た
染
料
や
顔
料
を
使
っ
た
創
作
表
現
活
動
の

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
紹
介
し
た
。
自

身
９
年
前
の
化
学
物
質
過
敏
症
発
症
に
よ
り
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
の

画
材
が
使
え
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
然
素
材
に
よ
る
代
替
品
を
探
し

求
め
て
い
た
時
に
ア
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
出
会
い
、
天
然
の
色
の
素
晴

ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
自
身
の
創
作
活
動
の
傍
ら
行
っ
た
、
普
及
活
動
が

「
土
顔
料
を
つ
く
る
」
「
土
で
染
め
る
」
「
植
物
で
染
め
る
」
「
植
物
顔
料

を
つ
く
る
」
と
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
土
や
植
物
か
ら
色
を
も

ら
う
と
い
う
営
み
を
通
し
・
・
・
自
然
の
恵
み
を
も
っ
と
暮
ら
し
の
中
や

創
造
活
動
取
り
入
れ
・
・
・
真
の
意
味
で
の
豊
か
さ
や
自
然
環
境
を
守
る

と
い
う
意
識
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

旭
川
・
森
と
川
ネ
ッ
ト2

1

の
宮
崎
・
高
野
さ
ん
は
、
都
市
に
お
け
る
緑

を
考
え
る
と
題
し
て
、
旭
川
常
磐
公
園
の
改
修
問
題
を
報
告
し
た
。
日
本

の
都
市
公
園
１
０
０
選
に
も
選
定
さ
れ
、
１
９
１
０
年
開
園
以
来
１
０
０

年
の
年
月
を
故
郷
の
原
風
景
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
と

い
う
。
旭
川
市
は
常
盤
公
園
を
「
河
川
空
間
と
公
園
の
一
体
化
」
の
た
め
、

堤
防
の
拡
充
・
緩
斜
面
化
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
・
大
量
樹
木
伐
採
を
行

う
、
と
の
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
「
森
と
川
ネ
ッ
ト
」
か
ら
「
常
盤
公

園
の
自
然
を
考
え
る
な
か
ま
」
結
成
を
経
て
、
公
園
を
守
る
運
動
が
取
り

組
ま
れ
、
そ
の
経
過
が
丁
寧
に
辿
ら
れ
て
い
る
。

大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
の
関
口
さ
ん
は
、
大
規
模
林
道
の
そ
の

後
―
中
止
現
場
見
て
歩
き
―
を
報
告
し
た
。
北
海
道
の
大
規
模
林
道
（
農

林
水
産
省
所
管
の
高
規
格
林
道
）
は
、
滝
雄
・
厚
和
線
、
置
戸
・
阿
寒
線
、

平
取
・
え
り
も
線
の
３
路
線
で
、
２
０
０
㌔
㍍
に
及
ぶ
、
幅
員
７
㍍
２
車

線
完
全
舗
装
で
、
林
道
と
い
う
よ
り
「
国
道
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。
大

型
の
橋
梁
工
事
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
作
業
道
も
必
要
で
、
大
規
模
な
自

然
改
造
、
環
境
破
壊
が
進
め
ら
れ
た
。
２
０
０
９
年1

1

月
に
み
ど
り
資
源

機
構
か
ら
建
設
を
移
管
さ
れ
た
北
海
道
は
、
全
線
の
林
道
建
設
を
中
止
し

た
。
中
止
し
た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
然

を
放
っ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
の
は
、人
工
物
が
建
設
さ
れ
る
前
の
話
で
、

こ
こ
に
至
っ
て
は
生
態
系
の
蘇
生
を
少
し
で
も
早
め
る
た
め
の
手
立
て
が

必
要
だ
と
い
う
。
浸
食
が
進
み
、
崩
落
・
落
石
の
続
く
現
場
写
真
は
、
多

く
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
。

さ
け
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
、

寺
島
さ
ん
は
、
石
狩
川
・
野
生
の
サ
ケ
回
復

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
「
サ
ケ
の
宝
庫
」
だ
っ
た
上
川
盆
地
に
サ
ケ
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を
呼
び
戻
す
運
動
を
、
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
が
１
９
８
３
年
に

「
石
狩
川
に
こ
そ
サ
ケ
を
」
を
合
言
葉
に
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後3

0

年
間
の

地
道
な
取
り
組
み
が
「
サ
ケ
回
復
の
歩
み
」
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
２

０
０
４
年
に
は
「
石
狩
川
を
野
生
の
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
に
」
と
合
言
葉
を

改
め
、
運
動
の
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
提
起
は
、

自
然
保
護
と
は
、
さ
ら
に
野
生
生
物
と
の
共
存
と
は
何
か
を
考
え
る
う
え

で
、
重
要
な
視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

４

風
力
、
水
力
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

石
狩
湾
岸
の
風
力
発
電
を
考
え
る
石
狩
市
民
の
会
の
安
田
さ
ん
は
、
石

狩
湾
岸
の
風
車
問
題
―
大
型
風
車
が
最
大8

0

基
建
と
う
と
し
て
い
る
―
と

題
し
て
、
石
狩
湾
内
外
に
計
画
さ
れ
る
大
型
風
車
に
つ
い
て
、
現
状
と
課

題
、
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
先
行
し
て
い
る
海
岸
紅
葉
山
砂
丘
上

の1
5

基
。
新
港
湾
区
域
内
と
陸
上
保
安
林
と
工
業
団
地
に
約1

2
基
。
新
港

港
湾
区
域
内
の
洋
上
に4

0

基
な
ど
、
石
狩
新
港
湾
岸
は
場
所
取
り
合
戦
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
自
主
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
経
産
省

実
施
要
綱
に
も
と
ず
く
法
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
移
行
と
経
過
処
置
の
問
題

が
、
個
々
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
、
「
石
狩
市
民
の
会
」
の
活
動
・
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。

東
京
農
業
大
学
の
日
下
は
、
理
論
包
蔵
水
力
と
題
し
て
工
藤
宏
規(

一

九
五
七)

に
よ
る
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
調
査
を
報
告
。
国
の
包
蔵

水
力
調
査
が
、
今
日
に
至
っ
て
も
未
だ
ダ
ム
ア
ッ
プ
に
基
づ
く
積
み
上
げ

方
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
降
水
・
降
雪
す
べ
て
を
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
活
用
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
理
論
と
思
想
を
紹
介
し
て
い
る
。
工
藤

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
日
本
の
理
論
包
蔵
水
力
は
７
７
３
４
０
メ
ガ
ワ
ッ

ト
で
あ
る
。こ
れ
は
２
０
０
９
年
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
公
表
の
包
蔵
水
力
、

３
３
６
８
３
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
２
．
３
倍
に
あ
た
り
、
既
開
発
最
大
出
力
、

２
２
５
５
７
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
３
．
４
倍
に
相
当
す
る
。
理
論
包
蔵
水
力
か

ら
考
え
る
と
、
ま
だ2

9

％
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

二

分
科
会
で
の
討
議

１

福
島
第
一
原
発
事
故
・
放
射
能
汚
染
や
環
境
問
題
に
関
わ
っ
て

東
日
本
大
震
災
、
こ
れ
に
伴
う
福
島
第
一
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
と
り

わ
け
放
射
能
汚
染
と
教
育
、
科
学
者
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
目
に
見
え

な
い
放
射
能
を
「
安
全
神
話
」
と
い
う
オ
ブ
ラ
ー
ト
で
包
み
こ
み
、
さ
ら

に
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
責
任
は
、
政
府
・
大
企
業

・
御
用
学
者
の
一
部
か
ら
な
る
「
原
子
力
村
」
に
第
一
義
的
に
あ
る
も
の

の
、
学
者
や
教
育
者
の
あ
り
方
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
根
本
か

ら
問
い
直
す
も
の
と
な
っ
た
、
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
畑
中

さ
ん
の
「
分
か
ら
な
い
こ
と
」
は
率
直
に
伝
え
、
具
体
的
は
判
断
を
被
災
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者
自
ら
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
、
と
の
主
張
は
原
発
事
故
対
応
の
原

則
で
あ
る
べ
き
だ
し
、
他
の
科
学
的
問
題
や
教
育
実
践
に
対
し
て
も
重
要

な
提
起
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

瓦
礫
処
理
問
題
や
放
射
性
廃
棄
物
な
ど
、
今
日
的
緊
急
な
課
題
に
対
し

て
、
責
任
あ
る
説
明
が
な
い
し
、
科
学
的
な
考
察
や
方
法
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
東
京
電
力
の
隠
蔽
体
質

や
、
政
府
や
関
係
省
庁
の
無
責
任
さ
も
加
わ
っ
て
、
部
分
的
な
デ
ー
タ
公

表
の
も
と
で
、
こ
れ
ら
を
丹
念
に
総
合
、
分
析
す
る
努
力
が
科
学
者
・
教

育
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
札
幌
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
な
ど
の
継
続

的
で
広
範
な
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

２

「
命
」
と
環
境
に
学
ぶ
学
校
教
育
に
関
わ
っ
て

「
ロ
ー
ド
キ
ル
裁
判
」
を
通
し
て
の
実
践
に
関
わ
っ
て
、
「
人
の
命
も

野
生
生
物
の
命
も
守
っ
て
」
と
い
う
生
命
尊
重
、
野
生
生
物
と
の
共
生
と

い
う
視
点
は
、
共
感
を
持
た
れ
た
。
加
え
て
、
理
科
の
み
な
ら
ず
社
会
科

や
道
徳
で
の
実
践
の
提
言
は
、理
科
教
育
は
常
に
他
教
科
へ
の
広
が
り
と
、

関
わ
り
の
中
で
存
在
す
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

知
床
で
の
「
ク
マ
学
習
」
の
実
践
で
は
、
こ
れ
を
導
き
、
実
践
の
中
心

と
な
っ
て
き
た
知
床
財
団
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
知
床
で
暮
ら
す
こ

と
、「
世
界
遺
産
」
知
床
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
イ
コ
ー
ル
「
ク
マ
学
習
」

な
の
だ
と
実
感
し
た
。
さ
ら
に
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
へ
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
、
も
の
で
あ
っ
た
。
知
床
は
ヒ
グ
マ

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
域
に
求
め
ら
れ
る
動
植
物
や
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人

々
が
学
習
の
中
心
と
な
る
課
題
が
、
各
地
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
の
提
起
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。

３

地
域
を
調
べ
、
考
え
、
行
動
す
る
活
動
に
関
わ
っ
て

旭
川
や
大
雪
山
を
中
心
と
す
る
自
然
保
護
運
動
や
環
境
保
全
活
動
に
関

わ
っ
て
、
「
サ
ケ
回
復
の
あ
ゆ
み
」
に
示
さ
れ
た
一
九
八
三
年
以
来
三
０

年
に
亘
る
息
の
長
い
活
動
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
セ
イ
ヨ

ウ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
や
大
規
模
林
道
へ
の
取
り
組
み
、
旭
川
常
磐
公
園
の
改

修
問
題
、
さ
ら
に
は
天
然
の
色
を
生
か
す
「
色
の
家
」
へ
と
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
語
ら
れ
た
。

寺
島
さ
ん
は
「
サ
ケ
は
・
・
豊
か
な
川
が
土
台
に
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
・
・
。
河
床
の
砂
利
・
・
河
畔
林
・
水
質
な
ど
“
健
康
な
川
”
・
・

が
野
生
の
サ
ケ
の
回
復
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
私
た
ち
人
間

の
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
と
重
な
り
合
い
ま
す
。
」
と
い
う
。
サ
ケ
が
石

狩
川
に
、
旭
川
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
サ
ケ
が
石
狩
川

を
遡
り
、
大
雪
山
の
麓
に
回
帰
し
生
命
を
繋
ぐ
こ
と
。
そ
の
環
境
を
守
る

こ
と
が
我
々
人
間
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
子
ど
も
達
に
も
伝
え
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
、
語
ら
れ
た
。
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４

風
力
、
水
力
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

３
・1

1

フ
ク
シ
マ
を
機
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
言
葉
が
テ
レ
ビ

で
、
新
聞
で
連
日
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
会
等
各
種
議
会
、
会
合

で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
狩
湾
岸
の
風
車
や
理
論
包
蔵
水
力
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
全
て
善
」
と

い
う
発
想
で
は
な
く
、
地
域
性
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
住
民
と
と

も
に
学
ぶ
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
、
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
基
礎
研
究
を
並
行
的
に
行
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門
家
は
ご

く
少
数
で
あ
り
、
自
称
専
門
家
に
は
要
注
意
で
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

三

来
年
度
の
実
践
的
課
題

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
と
、
こ
れ
と
平
行
す
る
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
収
束
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
待
っ
た
な
し

の
危
険
な
状
況
下
に
あ
る
。
断
片
的
な
情
報
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
全
貌
を

見
い
だ
し
た
り
、
こ
れ
ら
を
学
ぶ
た
め
の
具
体
的
な
資
料
収
集
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
ら
デ
ー
タ
を
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
達
に
伝
え
、
と

も
に
学
ぶ
実
践
が
求
め
ら
れ
る
。

最
近
、
中
国
の
大
気
汚
染
が
問
題
化
し
、
日
本
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
が
、
札
幌
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
な
ど
の
継
続
的
で
広
範
な
取
り

組
み
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
な

く
し
て
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

野
生
生
物
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
急
増
と
農
林
業
被
害
、
ト
ド
・
ア
ザ
ラ

シ
の
漁
業
被
害
な
ど
、
緊
急
な
課
題
で
あ
る
。
海
水
温
上
昇
に
よ
る
魚
類

や
水
産
動
物
の
変
化
な
ど
、
身
近
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
セ
イ
ヨ
ウ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
に
代
表
さ
れ
る
、
外
来
種
の
問
題
は
、
動
物
・
植
物
も
同

様
で
あ
る
。

中
止
さ
れ
た
大
規
模
林
道
で
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
買
取
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
各
地
で
大
規
模
風
力
発
電
・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
・
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
導
入
の
動
き
が
出
て
い
る
。
「
地
域
の
自
然
は
地
域

の
財
産
」
と
の
観
点
で
、
地
域
住
民
と
と
も
に
学
び
・
歩
む
実
践
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

四

分
科
会
運
営
と
課
題

第2
1

分
科
会
に
は
、
第
一
日
、
第
二
日
と
も
各
一
八
人
、
延
べ
二
六
人

が
参
加
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
参
加
者
一
八
人
の
内
訳
は
小
中
学
校
教
員
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一
人
、
高
校
教
員
三
～
四
人
、
大
学
ほ
か
研
究
者
七
人
、
そ
の
他
主
婦
等

七
～
八
人
で
あ
っ
た
。そ
の
他
に
は
昨
年
来
学
生
二
人
が
含
ま
れ
て
お
り
、

若
者
の
純
粋
で
真
剣
な
ま
な
ざ
し
が
、
分
科
会
の
よ
い
刺
激
と
な
っ
て
い

た
。
レ
ポ
ー
ト
報
告
は
一
昨
年
８
本
、
昨
年1

0

本
、
今
年
度1

2

本
と
着
実

に
増
加
し
て
い
る
。
フ
ク
シ
マ
問
題
な
ど
が
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
の
、

企
業
や
行
政
任
せ
に
せ
ず
、
本
質
を
追
い
求
め
る
報
告
が
目
立
っ
た
。

ま
た
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
戸
島
さ
ん
、
都
市
の
緑
を
考
え
る
宮
崎
さ
ん

・
高
野
さ
ん
、「
色
の
家
」
の
末
廣
さ
ん
、
石
狩
湾
岸
風
車
の
安
田
さ
ん
、

「
あ
お
ぞ
ら
通
信
」
の
木
椋
さ
ん
と
、
女
性
に
よ
る
地
道
で
確
か
な
活
動

が
、
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

旭
川
や
知
床
か
ら
の
参
加
者
が
多
い
の
は
、
国
立
公
園
や
世
界
遺
産
と

い
う
雄
大
な
自
然
が
根
底
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
支
え
る
「
大
雪
と
石
狩
の

自
然
を
守
る
会
」
や
「
知
床
財
団
」
と
い
う
息
の
長
い
活
動
や
、
中
心
と

な
る
拠
点
の
存
在
を
抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
道
教
育
集
会
と
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
小
・
中
学
校
か
ら
の
参
加
者

と
実
践
報
告
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
来
年
度
は
ぜ
ひ
、
小
・
中
学
校

か
ら
の
参
加
者
と
報
告
を
期
待
し
た
い
。
地
域
的
に
は
、
道
南
か
ら
の
報

告
が
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
東
京
農
業
大
学
）
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